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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 パヴェル・シュタイドル 

1961 年プラハ生。8 歳の時にギターを始め、プラハ音楽院でミラン・ゼレンカに師事。アベル・カルレバーロと

デイヴィッド・ラッセルにも教えを受けた。1982 年、パリ国際ギターコンクールに優勝。現在、彼はオランダやヨ

ーロッパ各地で演奏家として、また教授者として忙しい日々を過ごしている。彼は19世紀ギターをレパートリーに

取り入れたコンサートも行なっている。作曲家としても知られる。ギターの魔術師と呼ばれる。 

シュタイドルというギタリスト、知りませんでした。パリコンの優勝者です。 

◼ 最近の録音で、即興やクラシック演奏家ならまずやらないようなことをやってみた。それは・・ワ

インを飲みながら演奏するとか（笑）・・・・。 

◼ 現代のギターで使っているのは、レーミッヒ、ガルシア、エステーソ、シンプリシオ、ハウザー。 

◼ 製作家はギターの音をどんどん大きく、強くしようとしているが、私には美しいものが失われてい

るように思える。問題は、楽器にあるのでなくて、コンサートをするホールの音響にある。 

◼ 音楽で本当に重要なのは、どこに緊張があり、どこに緩和があるのかを知ることだと思う。機械的

に弾いてはダメで、寄せては返す波のように弾かなくちゃいけない。そのためには、音楽で何を話

しているのかをはっきり自覚しなければいけない。 

◼ 素晴らしい音楽家から学んだことがある。音楽には 3 つの要素しかない。肉体、頭脳、精神だ。好

きな音楽は、この 3 つをすべて備えている。 

◼ ギタリストにならなかったら料理人になっていると思う。コンサートのプログラムも、一流のレス

トランのメニューのように、健康によく、甘すぎず、苦すぎず、熱すぎず。冷めた料理は NG だ。 

◼ 演奏とは、音楽を機能させるために必要な文法のようなものを踏まえて、自分やその音楽が言いた

いことを表現することだと思う。しかも、その表現方法はたくさんある。 

◼ 私たちも演奏する時には、音楽にストーリー性や詩情を与えて行かないといけない。 

 

【話題のアーティスト紹介 ギタリスト ミゲル・トラパガ】  

ギターを教える際の姿勢で、タレガと比較し現代の姿勢のスタイルのモデルになっているスペインのギタ

リストであるトラパガ氏のインタビュー記事です。今回の来日情報、CD 情報が話題の中心です。後半では、

今の王立音楽院ギター科教授の仕事、生い立ち等が語られます。 
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【クラブ・マリアデュオのインタビュー：ソンコ・マージュ】 

ソウデシタカ、ソンコ・マージュ（ソン・コマージュではなかった）は、栃木県栃木市出身の日本人で、本

名は荒川義男さんというそうで。ユパンキの弟子ということは知っていましたが、日本人でしたか。 

◼ ギター演奏家も 50 歳ぐらいで夢中になって弾いているうちはダメですよ。ギター界でも 65 歳は

はなたれ小僧でいい。それぐらいの気構えが重要だと思う。 

◼ 楽譜に頼っていないで、心を表現する。手で弾くんじゃない、心で弾く。テクニックはある程度必

要だが、でも、ある程度たったら脱却して心で弾く、その先にある音楽が重要です。 

◼ 最近の音楽はつまらなくなった。ユパンキやセゴビアが生きてた頃より民度（人間の考え方）が落

ちていると思う。当時は、あっと燃え上がるようなものを感じましたね。でも、現在は、心に響く

音楽を受け入れられないような社会情勢だ。こういう時代にこそ音楽家の使命がある。 

◼ 言葉なんかはいくらでも美化できるけど、音楽は美化できない。 

◼ 静寂の中にいなければ哲学的になれない。日本はうるさくてかなわない。パンパ（南米・アルゼン

チン中部のラプラタ川流域に広がる草原地帯）は本当に静かでした。 

◼ 音楽というのは、有名になるなってことより、自然が絶えず出しているメッセージを感知して音に

出す。自然を体現する。それが芸術家の使命だと思う。 

 

【マエストロ養成講座 第 8回】  

アルフレッド・コッタンの「鐘」という曲ですが、作曲者のコッタンは知りませんでした。もちろんこ

の曲も。コッタンは、タレガが「アルハンブラ宮殿の思い出」を献呈した人物だそうですが、ネットで

は残念ながら検索に掛かってきませんでした。曲は、シンプルですが軽快な馴染みやすい曲です。 

 

【ギター 達人への道 第 8回】 

さてさて、第 8 回になるフェルナンデスの講義。今回もかなり理解するには苦労が必要かと。まず、

「縮小配置と拡張配置」について論じます。んんんんん・・・わからない。これをこの 8 回まで理解し

て納得して続けている人はいるのだろうか・・・・・（一部、下記に掲載してみます。わかるかな？） 

 

 

 

 

 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。８回目は、大セーハ、リズムのついたスラー、変則調弦の話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：12 月号ということもあり、「ホワイトクリスマス」「そりすべ

り」のソロアレンジが掲載されている。今年のクリスマスには、この楽譜、使えそうです。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第８回

は、レガートの最終回ということで、抑揚、メロディ、リズム、音質とのかかわりを解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第８号のメインは、そんなところでしょうか。第 7 回では、何だか急

に内容が薄くなってきた気がしましたが、持ち直しました！！ 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


